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(57)【要約】
【課題】本発明では、他の機器からのノイズと高周波焼
灼装置の出力による高周波ノイズとを判別し、高周波焼
灼装置からの高周波ノイズを検出した場合には、排煙装
置に排煙させる排煙制御装置を提供する。
【解決手段】高周波焼灼装置により発生した煙を腹腔内
より排出する排煙装置を制御する排煙制御装置は、高周
波ノイズを検出する検出手段と、前記検出した高周波ノ
イズの周波数に基づいて、該高周波ノイズが前記高周波
焼灼装置から放出されたものか否かを判別する判別手段
と、前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させ
る駆動手段と、を備えることにより、上記課題の解決を
図る。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波焼灼装置により発生した煙を腹腔内より排出する排煙装置を制御する排煙制御装
置であって、
　高周波ノイズを検出する検出手段と、
　前記検出した高周波ノイズの周波数に基づいて、該高周波ノイズが前記高周波焼灼装置
から放出されたものか否かを判別する判別手段と、
　前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させる駆動手段と、
　を備えることを特徴とする排煙制御装置。
【請求項２】
　前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波数帯域の高周波ノイズを抽出し、該
抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された場合、該抽出した高周波ノイズを前
記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判別する
　ことを特徴とする請求項１に記載の排煙制御装置。
【請求項３】
　前記駆動手段は、前記排煙装置を駆動させると共に、前記腹腔内に所定のガスを送気す
る気腹装置を駆動させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の排煙制御装置。
【請求項４】
　高周波焼灼装置により発生した煙を腹腔内より排出する排煙装置であって、
　高周波ノイズを検出する検出手段と、
　前記検出した高周波ノイズの周波数に基づいて、該高周波ノイズが前記高周波焼灼装置
から放出されたものか否かを判別する判別手段と、
　前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させる駆動手段と
　を備えることを特徴とする排煙装置。
【請求項５】
　前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波数帯域の高周波ノイズを抽出し、該
抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された場合、該抽出した高周波ノイズを前
記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判別する
　ことを特徴とする請求項４に記載の排煙装置。
【請求項６】
　前記駆動手段は、前記排煙装置を駆動させると共に、前記腹腔内に所定のガスを送気す
る気腹装置を駆動させる
　ことを特徴とする請求項４に記載の排煙装置。
【請求項７】
　少なくとも、高周波焼灼装置、及び排煙装置を有する内視鏡手術システムであって、
　高周波ノイズを検出する検出手段と、
　前記検出した高周波ノイズの周波数に基づいて、該高周波ノイズが前記高周波焼灼装置
から放出されたものか否かを判別する判別手段と、
　前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させる駆動手段と、
　を備えることを特徴とする内視鏡手術システム。
【請求項８】
　前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波数帯域の高周波ノイズを抽出し、該
抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された場合、該抽出した高周波ノイズを前
記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判別する
　ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡手術システム。
【請求項９】
　前記内視鏡手術システムは、さらに、気腹装置を含み、
　前記駆動手段は、前記排煙装置を駆動させると共に、前記気腹装置を駆動させる
　ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡手術システム。



(3) JP 2009-131466 A 2009.6.18

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高周波焼灼装置の使用時における排煙装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の観察下で高周波焼灼装置により外科手術を行う装置が広く用いられるよ
うになった。このような高周波焼灼装置（電気メス装置ともいう）により外科手術を行う
と、生体組織の変性が進むと同時に煙やミスト（水蒸気）が発生し、術者の観察視野を遮
ることがある。
【０００３】
　このような場合、高周波焼灼装置の動作に連動してそのような煙やミストを排出する排
煙装置が開示されている（例えば、特許文献１、特許文献２。）。
　特許文献１には、高周波焼灼装置と接続された排煙機能を有する送気装置であって、高
周波焼灼装置の高周波出力スイッチがＯＮされると、そのＯＮ信号を受信して予め設定さ
れた出力値に応じて排煙動作時間を長くする送気装置が開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２では、高周波焼灼装置と接続されていない排煙機能を有する送気装置
であって、高周波ノイズ検出部により高周波焼灼装置の高周波ノイズを検出し、高周波焼
灼装置の出力に連動して排煙する気腹装置が開示されている。この高周波ノイズ検出部で
は、コイルアンテナにより気腹装置の外部で発生する高周波焼灼装置の高周波ノイズを受
信し、受信回路によりコイルアンテナに誘導されたその高周波ノイズを受信し、信号増幅
回路によりその受信信号を増幅し、信号検出回路により任意の信号レベルに増幅された前
記高周波ノイズを検出している。この信号検出回路により、高周波ノイズが発生している
期間（時間）を検出している。
【特許文献１】特開２００６－２８８５５３号公報
【特許文献２】特開２０００－１７５９３１号公報
【特許文献３】独国実用新案第９４０８４８６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の送気装置は、高周波焼灼装置の出力値を予め設定すると共に、高周波出力
スイッチの駆動ＯＮ信号を検知する必要があるため、相互に製品仕様の異なる他社製品と
の組み合わせでは実現できなかった。
【０００６】
　ところで、高周波焼灼装置には、様々な出力モードが設けられているが、それらの出力
モードで発生する高周波ノイズとその他の機器から発生するノイズとを判別するのは容易
ではない。
【０００７】
　引用文献２では、高周波ノイズ検出部により高周波焼灼装置の高周波ノイズを検出して
いる。しかしながら、特許文献２では、高周波焼灼装置の出力による高周波ノイズと、そ
の他の機器から発生するノイズと区別していないため、高周波ノイズ以外のノイズも検出
する恐れがある。
【０００８】
　上記課題に鑑み、本発明では、他の機器からのノイズと高周波焼灼装置の出力による高
周波ノイズとを判別し、高周波焼灼装置からの高周波ノイズを検出した場合には、排煙装
置に排煙させる排煙制御装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明にかかる高周波焼灼装置により発生した煙を腹腔内より排出する排煙装置を制御
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する排煙制御装置は、高周波ノイズを検出する検出手段と、前記検出した高周波ノイズの
周波数に基づいて、該高周波ノイズが前記高周波焼灼装置から放出されたものか否かを判
別する判別手段と、前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させる駆動手段と、を
備えることを特徴とする。
【００１０】
　前記排煙制御装置において、前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波数帯域
の高周波ノイズを抽出し、該抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された場合、
該抽出した高周波ノイズを前記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判別する
ことを特徴とする。
【００１１】
　前記排煙制御装置において、前記駆動手段は、前記排煙装置を駆動させると共に、前記
腹腔内に所定のガスを送気する気腹装置を駆動させることを特徴とする。
　本発明にかかる高周波焼灼装置により発生した煙を腹腔内より排出する排煙装置は、高
周波ノイズを検出する検出手段と、前記検出した高周波ノイズの周波数に基づいて、該高
周波ノイズが前記高周波焼灼装置から放出されたものか否かを判別する判別手段と、前記
判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させる駆動手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　前記排煙装置において、前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波数帯域の高
周波ノイズを抽出し、該抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された場合、該抽
出した高周波ノイズを前記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判別すること
を特徴とする。
【００１３】
　前記排煙装置において、前記駆動手段は、前記排煙装置を駆動させると共に、前記腹腔
内に所定のガスを送気する気腹装置を駆動させることを特徴とする。
　本発明にかかる、少なくとも、高周波焼灼装置、及び排煙装置を有する内視鏡手術シス
テムは、高周波ノイズを検出する検出手段と、前記検出した高周波ノイズの周波数に基づ
いて、該高周波ノイズが前記高周波焼灼装置から放出されたものか否かを判別する判別手
段と、前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させる駆動手段と、を備えることを
特徴とする。
【００１４】
　前記内視鏡手術システムにおいて、前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波
数帯域の高周波ノイズを抽出し、該抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された
場合、該抽出した高周波ノイズを前記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判
別することを特徴とする。
【００１５】
　前記内視鏡手術システムは、さらに、気腹装置を含み、前記駆動手段は、前記排煙装置
を駆動させると共に、前記気腹装置を駆動させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、他の機器からのノイズと高周波焼灼装置の出力による高周波ノイズと
を判別し、高周波焼灼装置からの高周波ノイズを検出した場合には、排煙装置に排煙させ
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は、本実施形態における内視鏡手術システムを示す。同図において、内視鏡手術シ
ステム１は、高周波焼灼装置２、アンテナ３、自動排煙制御装置４、排煙装置５、及び気
腹装置６からなる。 
【００１８】
　手術台８には、患者７が横たわっている。患者７の腹部には、高周波処置具を腹腔内に
挿入するための不図示の高周波処置具挿入用ガイド管（第１のトラカール）と、気腹装置
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からのガスを腹腔内に送気するための不図示の気腹チューブ用ガイド管（第２のトラカー
ル）と、腹腔内のガスを吸引するための不図示の吸気チューブ用ガイド管（第３のトラカ
ール）が穿刺されている。
【００１９】
　高周波焼灼装置２は、第１のトラカールに挿入した高周波処置具の先端部にある焼灼用
電極を用いて、患者７の患部の処置部位の止血を行ったり、組織の切除を行ったりするた
めに、高周波処置具に高周波を供給する装置である。なお、患者の背中には焼灼用電極か
ら発せられる電流を回収する対極板（不図示）が貼り付けられている。
【００２０】
　気腹装置６は、内視鏡の視野及び処置部位に対して処置する空間を確保するために、第
２のトラカールに挿入した気腹チューブから体腔内にＣＯ2ガスを供給する装置である。
　排煙装置５は、高周波焼灼装置２を駆動させて高周波処置具を患者の患部に作用させた
際に、腹腔内に発生する煙を体外へ排出するために、吸引ポンプを作動させて、第３のト
ラカールに挿入した吸気チューブから体腔内のガスを吸引する装置である。
【００２１】
　アンテナ３は、当該アンテナ周辺で発生する電磁波を受信するアンテナである。アンテ
ナ３は、例えばループアンテナであるが、これに限定されない。
　自動排煙制御装置４は、アンテナ３で受信した電磁波が所定の帯域及び波形の高周波か
否かを判別し、その判別結果に基づいて、排煙装置５と気腹装置６の駆動を制御する。す
なわち、自動排煙制御装置４は、その判別の結果、その電磁波が所定の帯域の高周波の場
合には排煙装置５を駆動させて体腔内のガスを吸引させると共に、体腔内の圧力を維持す
るため気腹装置６を動作させてガスを供給する。
【００２２】
　なお、電気手術システムには、不図示の、患者の腹腔内に挿入される硬性内視鏡、内視
鏡でとらえた体内の像を撮影するＴＶカメラ、ＣＣＵ（カメラコントロールユニット）、
内視鏡２に照明光を供給する光源装置がある。
【００２３】
　図２は、本実施形態における自動排煙制御装置４の概念的なハードウェアの構成図を示
す。自動排煙制御装置４は、同調回路１１、ＢＰＦ付増幅回路１２、電圧比較回路１３、
周波数検知回路１４、タイマー回路１５、ドライブ回路１６から構成されている。
【００２４】
　同調回路１１、ＢＰＦ付増幅回路１２、電圧比較回路１３、周波数検知回路１４、タイ
マー回路１５は、検出手段としてのアンテナにより検出した高周波ノイズの周波数に基づ
いて、該高周波ノイズが前記高周波焼灼装置から放出されたものか否かを判別する判別手
段を構成する。ドライブ回路１６は、前記判別結果に基づいて、前記排煙装置を駆動させ
る駆動手段を構成する。これにより、高周波焼灼装置の出力時の高周波ノイズと他の周辺
機器から発生するノイズとを判別することにより、高周波焼灼装置の出力を検知すること
ができる。
【００２５】
　前記判別手段は、前記高周波ノイズから所定の周波数帯域の高周波ノイズを抽出し、該
抽出した高周波ノイズが所定時間継続して検出された場合、該抽出した高周波ノイズを前
記高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズであると判別することができる。これにより、
確実に、高周波焼灼装置の動作時の高周波ノイズを特定することができる。
【００２６】
　また、前記駆動手段は、前記排煙装置を駆動させると共に、前記腹腔内に所定のガスを
送気する気腹装置を駆動させることができる。これにより、腹腔内の圧力を維持すること
ができる。
【００２７】
　まず、高周波焼灼装置２を駆動させると、高周波焼灼装置２から電磁波が放出される。
切開時（３００Ω、最大３００Ｗ）の高周波焼灼装置２から放出される電磁波は、製造メ
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ーカを問わず、一般的に、約２００Ｋ～１２００ＫＨｚの高周波である。この高周波は、
高周波焼灼装置２の周辺に設置された、アンテナ３を用いて自動排煙制御装置４に受信さ
れる。
【００２８】
　同調回路１１は、ＬＣ共振回路であって、ＬＣ共振現象により電圧を発生させる。この
場合、同調回路１１は、アンテナ３により受信された高周波をＬＣ共振現象によって電圧
に変換する。
【００２９】
　ＢＰＦ付増幅回路１２は、所定の帯域の周波数のみを通すバンドバスフィルター機能を
備えた増幅器である。ＢＰＦ付増幅回路１２は、バンドバスフィルター機能により同調回
路からの出力電圧から無関係な帯域の周波数に相当する電圧を除去し、必要な帯域の周波
数に相当する電圧のみを増幅させる。
【００３０】
　電圧比較回路１３は、入力電圧が基準電圧を超えるとＬｏｗレベルの電圧を出力する回
路である。電圧比較回路１３は、ＢＰＦ付増幅回路１２からの出力電圧と基準電圧とを比
較し、基準電圧を超えた場合には、Ｌｏｗレベルの電圧を出力する。
【００３１】
　周波数検知回路１４は、電圧比較回路１３から１ｍｓ間に出力されるパルス数が閾値以
上であるかを判定することにより、目的の周波数を検知する回路である。周波数検知回路
１４は、例えば、カウンタ回路１４ａ、タイマー回路（マルチバイブレータ）１４ｂから
構成される。タイマー回路１４ｂは、電圧比較回路１３からの出力されるパルスをトリガ
ーとして駆動し、１トリガー（１パルス）で１ｍｓ間だけＨｉｇｈレベルの電圧を出力す
る。カウンタ回路１４ａは、タイマー回路１４ｂからの出力電圧がＨｉｇｈの間、電圧比
較回路１３からの出力パルスをカウントし、２０パルスカウントしたら、Ｈｉｇｈレベル
の電圧を出力する。
【００３２】
　タイマー回路１５は、例えば、マルチバイブレータで構成されている。タイマー回路１
５は、カウンタ回路１４ａからの出力されるパルスをトリガーとして駆動し、１トリガー
（１パルス）で０．５ｍｓ間だけＨｉｇｈレベルの電圧を出力する。これにより、０．５
秒間の継続した時間で、閾値以上の周波数を検知することができる。
【００３３】
　ドライブ回路１６は、タイマー回路１５の出力に基づいて、対象機器を駆動させる回路
である。ドライブ回路１６は、例えば、オープンコレクタ方式の回路を用いることができ
る。ドライブ回路１６の駆動制御に基づいて、その電磁波が所定の帯域の高周波の場合に
は排煙装置５は体腔内のガスを吸引すると共に、体腔内の圧力を維持するため気腹装置６
はガスを供給する。
【００３４】
　なお、自動排煙制御装置４は、自動排煙制御回路として、排煙装置５、または気腹装置
６に搭載されていてもよい。
　本実施形態によれば、高周波焼灼装置の出力時の高周波ノイズと他の周辺機器から発生
するノイズとを判別することにより、高周波焼灼装置の出力を検知することができる。よ
って、高周波焼灼装置の製造メーカに依存せずに、発生した高周波を判別することができ
る。さらに、その検知結果に基づいて、排煙装置を連動させて排煙を行うことができる。
また、気腹装置を連動させて送気を行うこともできる。
【００３５】
　なお、本発明は、以上に述べた実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を
逸脱しない範囲内で種々の構成または実施形態を取ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施形態における内視鏡手術システムを示す。
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【図２】本発明の実施形態における自動排煙制御装置４の概念的なハードウェアの構成図
を示す。
【符号の説明】
【００３７】
　１　　　内視鏡手術システム
　２　　　高周波焼灼装置
　３　　　アンテナ
　４　　　自動排煙制御装置
　５　　　排煙装置
　６　　　気腹装置
　１１　　同調回路
　１２　　ＢＰＦ付増幅回路
　１３　　電圧比較回路
　１４　　周波数検知回路
　１４ａ　カウンタ回路
　１４ｂ　タイマー回路
　１５　　タイマー回路
　１６　　ドライブ回路

【図１】 【図２】
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